
学術会議、会員選考で新方針
現
行
方
式
堅
持
も
柔
軟
性
拡
大

新
任
会
員
の
推
薦
理
由
を
公
表

第

回
総
会
　「
多
様
な
分
野
網
羅
を
」

科学新聞ホームページ 好評公開中

来週は休刊いたします


年
版
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
調
査
レ
ポ
ー
ト


カ
国
の
実
態
判
明人材不足で対応苦慮

サイバー攻撃が増加

日
本
顕
微
鏡
学
会

第

回

学
術
講
演
会
４
・
　

５
面

情
報
交
換
速
度
と
オ
ー
プ
ン
性
が
向
上

資
金
不
足
は
主
要
な
懸
念
事
項

「
貴
重
な
情
報
源
」

査
読
前
論
文
　

日
本
で
は
利
用
停
滞

コロナ禍による世界の研究者の意識変化

日
大
・
近
畿
大おわん型　新たな白金錯体開発

折れ曲がって円偏光発光示す

（１） 第３８７１号（昭和年６月７日第３種郵便物認可） ２０２２年（令和４年）４月２９日（金曜日）

　
日
本
学
術
会
議
は
４
月

～

日
、
第
１
８
４
回
総
会
を
開
催
し
、
新
た
な
会
員
候
補

者
選
考
方
針
を
決
定
し
た
。
コ
・
オ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
（
現
在
の
会
員
が
次
期
会
員
候

補
を
選
ぶ
）
は
維
持
し
つ
つ
、

期
に
具
体
的
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
想
定
し
て
専
門

分
野
を
構
成
す
る
。
ま
た
経
済
団
体
等
か
ら
も
会
員
候
補
者
に
関
す
る
情
報
提
供
を
受
け

る
。
さ
ら
に
任
命
さ
れ
た
会
員
の
推
薦
理
由
な
ど
を
公
表
す
る
こ
と
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ

た
。
９
月
頃
に
は
選
考
要
領
を
決
定
し
、

月
か
ら
来
年
１
月
末
ま
で
会
員
・
連
携
会
員

に
よ
る
推
薦
を
受
け
つ
け
、選
考
委
員
会
に
お
い
て
６
月
頃
に
は
新
会
員
候
補
を
選
考
し
、

７
月
の
臨
時
総
会
で
新
会
員
候
補
者
名
簿
を
承
認
す
る
予
定
。

https://sci-news.co.jp/

　大型連休のため、５月６日付
は休刊とし、次号は５月日付
で発行いたします。読者の皆様
のご了承をお願いいたします。

科学新聞社

　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
／
オ
ブ
ザ
ー
バ
ビ
リ
テ
ィ
デ
ー
タ
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
ス
プ
ラ
ン
ク
社

は
４
月

日
、Enterprise Strategy Group

社
と
共
同

で
、
今
日
の
企
業
が
直
面
し
て
い
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

問
題
を
調
査
し
た
年
次
グ
ロ
ー
バ
ル
調
査
レ
ポ
ー
ト

「The State of Security2022

（
２
０
２
２
年
の
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
の
現
状
）
」
を
公
表
し
た
。
同
調
査
レ
ポ
ー

ト
に
よ
れ
ば
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
増
加
と
共
に
企
業
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
チ
ー
ム
が
深
刻
な
人
材
不
足
に
陥
っ
て

い
る
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
池
下
助
手
の
話
「
今
回
の
研

究
成
果
は
Ｃ
Ｐ
Ｌ
を
示
す
分
子

の
設
計
に
重
要
な
指
針
を
与
え

た
も
の
で
あ
り
、
将
来
的
に
は

我
々
の
身
近
に
あ
る
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
テ
レ
ビ
な
ど
の
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
材
料
な
ど
へ
の
応
用

が
期
待
で
き
ま
す
」

　
■
円
偏
光
発
光
（
Ｃ
Ｐ
Ｌ

Circularly Polarized Lumine
scence

）
　
光
は
電
磁
波
で
あ

り
、
振
幅
の
方
向
が
あ
る
規
則

に
従
う
も
の
を
偏
光
と
呼
ぶ
。

偏
光
は
、
振
幅
の
方
向
が
一
定

の
面
内
に
あ
る
「
直
線
偏
光
」

と
、
振
幅
の
方
向
が
時
間
の
経

過
で
円
を
描
く
「
円
偏
光
」
に

分
け
ら
れ
る
。
キ
ラ
ル
な
発
光

体
を
光
で
励
起
す
る
際
に
、
右

回
転
ま
た
は
左
回
転
の
円
偏
光

の
割
合
が
偏
っ
た
発
光
を
示
す

こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
を
円
偏
光

発
光
と
い
う
。

　
梶
田
隆
章
会
長
の
話
「
会
員
候
補
者
の
リ
ス
ト
は
官
邸
に

示
す
が
、
選
考
理
由
を
示
す
こ
と
は
し
な
い
。
示
し
た
ら
、

こ
の
理
由
だ
か
ら
『
任
命
す
る
』
『
任
命
し
な
い
』
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。た
だ
し
、説
明
責
任
の
観
点
か
ら
推

薦
理
由
等
を
任
命
さ
れ
た
後
に
公
表
す
る
こ
と
に
な
っ
た
」

　
学
術
会
議
の
会
員
選
考
は
、

過
去
、
直
接
選
挙
制
、
学
協
会

等
か
ら
の
推
薦
な
ど
で
行
わ
れ

て
き
た
が
、
様
々
な
課
題
が
あ

っ
た
た
め
、
２
０
０
５
年
か
ら

コ
・
オ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
が

導
入
さ
れ
た
。
自
民
党
の
Ｐ
Ｔ

な
ど
か
ら
は
「
選
考
過
程
が
不

透
明
だ
」
と
批
判
が
で
て
い
た

が
、
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
（
専
門
家

同
士
の
相
互
評
価
）
が
世
界
の

サ
イ
エ
ン
ス
の
基
本
で
あ
り
、

他
国
の
ア
カ
デ
ミ
ー
で
も
コ
・

オ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
に
よ
る

選
考
が
標
準
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
コ
・
オ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
方

式
は
変
更
し
な
い
。

　
た
だ
し
、
会
員
候
補
者
の
選

考
に
あ
た
っ
て
は
、
国
内
外
の

学
術
お
よ
び
社
会
の
動
向
を
的

確
に
把
握
し
、
学
際
的
分
野
や

新
た
な
学
術
分
野
な
ど
か
ら
の

選
考
を
強
化
し
つ
つ
、
日
本
学

術
会
議
が
そ
の
役
割
を
十
全
に

発
揮
で
き
る
よ
う
多
様
な
学
術

分
野
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
網
羅
さ

れ
る
こ
と
を
目
指
す
。
そ
の
上

で
、
第

期
に
重
点
的
に
取
り

組
む
事
項
、
分
野
横
断
的
・
中

長
期
的
に
取
り
組
む
課
題
と
し

て
、
「
持
続
可
能
で
安
全
な
社

会
づ
く
り
の
た
め
の
取
り
組
み

（
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、

気
候
変
動
、
防
災
減
災
、
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
等
）
」、「
人
間
性
が

尊
重
さ
れ
豊
か
で
幸
福
な
社
会

の
実
現
（
人
口
縮
小
、
格
差
、

多
様
性
、人
権
、多
文
化
等
）」、

「
そ
の
実
現
の
た
め
の
学
術
の

発
展
（
研
究
力
、人
材
育
成
、頭

脳
循
環
等
）」、
「
国
際
連
携
の

一
層
の
推
進
」
を
想
定
し
、
こ

れ
ら
に
適
切
に
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
配
慮
す
る
。

　
人
文
・
社
会
科
学
、
生
命
科

学
、
理
学
・
工
学
の
３
分
野
か

ら
の
選
考
と
は
別
に
、
分
野
横

断
的
・
俯
瞰
的
な
観
点
か
ら
、

部
と
は
独
立
に
選
考
委
員
会
そ

の
も
の
が
会
員
を
推
薦
す
る
仕

組
み
も
導
入
さ
れ
て
い
る
が
、

選
考
委
員
会
選
定
会
員
は
９
人

と
少
な
い
た
め
、
こ
の
枠
を
広

げ
て
い
く
。
ま
た
大
学
・
研
究

機
関
だ
け
で
は
な
く
、産
業
界
、

医
療
界
、
法
曹
界
、
教
育
界
と

い
っ
た
実
務
の
現
場
で
優
れ
た

研
究
ま
た
は
業
績
を
有
す
る
に

至
っ
た
会
員
候
補
者
（
現
在
の

所
属
機
関
等
に
か
か
わ
ら
ず
主

な
経
歴
で
判
断
）
の
選
考
も
考

慮
す
る
。
望
月
眞
弓
副
会
長
は

「
基
本
的
に
は
、
優
れ
た
業
績

を
有
す
る
人
。
そ
の
上
で
、
不

足
し
て
い
る
産
業
界
な
ど
実
務

界
と
の
連
携
に
配
慮
し
て
い

る
」
と
い
う

　
現
在
、
日
本
学
術
会
議
協
力

学
術
研
究
団
体
に
会
員
候
補
者

に
関
す
る
情
報
提
供
を
求
め
て

い
る
が
、
今
後
、
大
学
関
係
組

織
、
経
済
団
体
、
政
策
関
係
機

関
（
府
省
庁
を
除
く
）
そ
の
他

会
員
候
補
者
の
選
考
に
際
し
て

有
益
な
知
見
を
有
す
る
と
考
え

ら
れ
る
機
関
ま
た
は
団
体
に
情

報
提
供
を
求
め
る
。

　
会
員
候
補
者
の
選
考
過
程
に

つ
い
て
、
選
考
方
針
の
ほ
か
、

被
推
薦
者
数
、
選
考
委
員
会
・

選
考
分
科
会
で
の
候
補
者
数
等

を
公
表
す
る
。
ま
た
会
員
と
し

て
任
命
さ
れ
た
後
は
、
各
会
員

に
つ
い
て
、
研
究
ま
た
は
業
績

の
内
容
、
選
考
方
針
に
基
づ
く

選
考
理
由
、
会
員
と
し
て
の
抱

負
を
公
表
す
る
。

　
こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
調
査
は
今

年
１
月
中
旬
か
ら
２
月
中
旬
に

か
け
て
実
施
し
、
Ｉ
Ｔ
／
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
リ
ー
ダ
ー
と
担
当
者

１
２
２
７
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
っ
た
。
対
象
は
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
、

ド
イ
ツ
、
イ
ン
ド
、
日
本
、
オ

ラ
ン
ダ
、ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
英
国
、
米
国

の

カ
国
。

　
同
レ
ポ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、


％
の
組
織
で
未
遂
を
含
む
サ
イ

バ
ー
攻
撃
の
増
加
が
み
ら
れ

た
。
デ
ー
タ
侵
害
や
ラ
ン
サ
ム

ウ
ェ
ア
に
よ
る
身
代
金
請
求
の

被
害
を
実
際
に
受
け
た
組
織
も

多
く
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
チ
ー
ム

の
疲
労
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
約
半
数
（

％
）
の
組
織
が

過
去
２
年
間
で
デ
ー
タ
侵
害
の

被
害
に
遭
い
、
前
年
の

％
か

ら
増
加
し
た
。

％
の
組
織
が

ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
攻
撃
を
受
け

て

％
が
実
際
に
被
害
に
遭

い
、
デ
ー
タ
や
シ
ス
テ
ム
に
ア

ク
セ
ス
で
き
な
く
な
っ
た
。


％
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
チ
ー
ム
が

修
復
に
膨
大
な
時
間
と
リ
ソ
ー

ス
を
費
や
し
て
お
り
、
前
年
の


％
よ
り
増
加
し
た
。

　
ダ
ウ
ン
タ
イ
ム
が
発
生
し
た

場
合
の
修
復
時
間
の
中
央
値
は


時
間
で
、
ダ
ウ
ン
タ
イ
ム
の

推
定
コ
ス
ト
は
１
時
間
あ
た
り

平
均

万
㌦
に
の
ぼ
る
。

％

の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
担
当
者
が
、

新
し
い
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
要
件
に

対
応
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
回

答
し
、
前
年
の

％
よ
り
増
加

し
た
。

　
サ
イ
バ
ー
犯
罪
は
執
拗
さ
を

増
し
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
業
務
は

多
忙
を
極
め
て
い
る
。

％
の

回
答
者
が
、
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー

が
不
慣
れ
な
業
務
を
請
け
負
わ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
だ
と
回
答

し
、

％
が
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
の
仕
事
の
負
担

が
増
え
、
別
の
職
務
へ
の
異
動

を
検
討
し
て
い
る
と
回
答
し
て

い
る
。

％
が
過
去

カ
月
間

で
人
材
の
補
充
と
維
持
が
難
し

く
な
っ
た
と
回
答
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
課

題
は
世
界
共
通
で
あ
る
が
、
日

本
の
組
織
に
は
次
の
よ
う
な
特

徴
が
み
ら
れ
る
。
日
本
で
は
ク

ラ
ウ
ド
イ
ン
フ
ラ
の
活
用
度
が

低
く
、
重
要
な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
多
く
を
ク
ラ
ウ
ド
イ
ン

フ
ラ
で
運
用
し
て
い
る
組
織
の

割
合
は

％
に
と
ど
ま
り
、
他

の
す
べ
て
の
国
の
平
均

％
を

大
き
く
下
回
っ
て
い
る
。

　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
最

重
要
課
題
に
つ
い
て
は
、
環
境

内
に
新
し
く
追
加
さ
れ
る
デ
バ

イ
ス
や
デ
バ
イ
ス
タ
イ
プ
が
多

す
ぎ
て
対
応
で
き
な
い
と
し
た

組
織
が

％
（
他
国
平
均
は


％
）
、
ア
ラ
ー
ト
に
十
分
な
コ

ン
テ
キ
ス
ト
が
含
ま
れ
な
い
た

め
調
査
が
難
し
く
時
間
が
か
か

る
と
し
た
組
織
が

％
（
同


％
）
と
、
他
国
よ
り
も
多
い
結

果
に
な
っ
た
。

　
一
方
で
、
一
部
の
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
イ
ン
シ
デ
ン
ト
に
つ
い
て

は
、
過
去

カ
月
以
内
に
発
生

し
た
割
合
が
他
国
よ
り
も
大
幅

に
低
く
、
デ
ー
タ
侵
害
は

％

（
他
国
平
均
は

％
）
、
規
制

違
反
は

％
（
同

％
）
、
イ

ン
サ
イ
ダ
ー
攻
撃
は

％
（
同


％
）
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
開
発
か
ら
運
用
ま
で

全
体
で
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
共
有

す
る
Ｄ
ｅ
ｖ
Ｓ
ｅ
ｃ
Ｏ
ｐ
ｓ
ア

プ
ロ
ー
チ
の
導
入
に
は
消
極
的

で
、
幅
広
く
導
入
し
て
い
る
組

織
は

％
で
、
す
べ
て
の
国
の

平
均

％
を
下
回
っ
た
。

　
日
本
大
学
生
産
工
学
部
応
用

分
子
化
学
科
の
池
下
雅
広
助

手
、
津
野
孝
教
授
、
近
畿
大
学

理
工
学
部
応
用
化
学
科
の
今

井
喜
胤
准
教
授
ら
の
研
究
グ
ル

ー
プ
は
、
強
い
円
偏
光
発
光

（
Ｃ
Ｐ
Ｌ
）
を
示
す
お
わ
ん
型

の
白
金
錯
体
の
開
発
に
成
功
し

た
。

　
分
子
が
右
回
転
ま
た
は
左
回

転
の
ど
ち
ら
か
に
偏
っ
た
光
を

過
剰
に
発
す
る
現
象
を
Ｃ
Ｐ
Ｌ

と
呼
び
、
三
次
元
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
や
光
暗
号
通
信
な
ど
の
次
世

代
型
光
情
報
技
術
へ
の
応
用
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
ど

の
よ
う
な
形
状
の
分
子
が
強
い

Ｃ
Ｐ
Ｌ
を
与
え
る
か
は
未
解
明

な
部
分
が
多
く
、
よ
り
高
効
率

な
Ｃ
Ｐ
Ｌ
を
発
す
る
分
子
の
合

理
的
な
設
計
指
針
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　
研
究
グ
ル
ー
プ

は
、
り
ん
光
を
示

す
白
金
錯
体
の
分

子
骨
格
に
キ
ラ
ル

な
置
換
基
を
導
入

し
た
化
合
物
を
設

計
・
合
成
し
、
そ

れ
ら
の
Ｃ
Ｐ
Ｌ
特

性
に
つ
い
て
検
討

し
た
。
合
成
し
た

錯
体
の
分
子
構
造

を
解
析
し
た
と
こ

ろ
、
キ
ラ
ル
な
ア

ル
キ
ル
置
換
基
を

持
つ
錯
体
は
、
平

面
的
な
分
子
構
造

を
と
っ
て
い
た
の

に
対
し
、
よ
り
か

さ
高
い
環
状
置
換

基
を
導
入
し
た
錯

体
で
は
、
お
わ
ん

型
に
「
折
れ
曲
が

っ
た
」
分
子
構
造

を
と
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
錯
体

の
Ｃ
Ｐ
Ｌ
特
性
を
検
討
し
た
と

こ
ろ
、
平
面
型
の
錯
体
で
は
検

出
で
き
な
い
ほ
ど
弱
い
Ｃ
Ｐ
Ｌ

し
か
示
さ
な
か
っ
た
の
に
対
し

て
、
お
わ
ん
型
の
錯
体
は
強
い

Ｃ
Ｐ
Ｌ
を
示
す
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

文
部
科
学
省

は
今
年
２
月

に
初
等
中
等

教
育
段
階
の

教
育
政
策
の

改
革
方
針
を

示
す
も
の
と
し
て
「
教
育
進
化

の
た
め
の
改
革
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

公
表
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機

と
し
た
生
活
様
式
の
変
化
と
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
の
利
用
に
よ
る
価
値

創
造
的
な
学
び
の
提
供
に
よ
る

誰
一
人
取
り
残
さ
ず
個
々
の
可

能
性
を
最
大
限
に
引
き
出
す
教

育
と
、
教
職
員
の
本
務
に
集
中

で
き
る
環
境
整
備
の
２
つ
を
基

本
理
念
と
し
て
い
る
▼
多
く
の

課
題
は
予
算
の
補
充
で
解
決
で

き
そ
う
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ま

で
初
等
中
等
教
育
へ
の
投
資
は

軽
視
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
。
そ
れ

を
考
え
直
す
い
い
機
会
に
な
る

と
期
待
し
た
い
。
こ
れ
ら
取
り

組
み
は
大
学
の
機
能
強
化
、
学

び
の
支
援
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育

の
推
進
と
連
動
し
て
検
討
す
る

と
し
て
い
る
▼
ビ
ジ
ョ
ン
は
目

指
す
べ
き
将
来
像
を
意
味
し
、

国
立
大
学
で
も
今
年
度
か
ら
始

ま
っ
た
第
４
期
中
期
目
標
期
間

に
向
け
て
、
政
府
が
示
し
た
国

立
大
学
改
革
方
針
に
基
づ
き
こ

の
方
向
性
と
し
て
大
学
ビ
ジ
ョ

ン
が
策
定
さ
れ
て
い
る
。
例
え

ば
茨
城
大
学
の
「
イ
バ
ダ
イ
・

ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０
」
、
「
大

分
大
学
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
４
０
」、

大
阪
大
学
の
「
Ｏ
Ｕ
ビ
ジ
ョ
ン

２
０
２
１
」
、
九
州
大
学
の

「Kyushu University VISION 
2030

」、千
葉
大
学
の「Chiba

 University Aspirations

」
、

「
筑
波
大
学Vision 2030

」
、

東
京
大
学
の「UTokyo Compa

ss

」
、
長
崎
大
学
の
「
プ
ラ
ネ

タ
リ
ー
ヘ
ル
ス
」
、
「
新
潟
大

学
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０
」、

「
琉
球
大
学
の
中
期
将
来
ビ
ジ

ョ
ン
」
な
ど
が
あ
る
▼
困
難
な

変
革
の
時
代
に
、
各
大
学
は
特

色
あ
る
ビ
ジ
ョ
ン
で
今
後
取
り

組
む
挑
戦
や
展
望
を
表
現
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
新
た
な
大
学
の

努
力
や
社
会
貢
献
を
今
後
も
応

援
し
た
い
。

新たな会員候補者選考方針が話し合われた
日本学術会議の総会　　　　＝東京都港区

　
エ
ル
ゼ
ビ
ア
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
後
の
世
界
で
研
究
者
が
直
面
す

る
課
題
と
チ
ャ
ン
ス
に
つ
い
て
、
調
査
報
告
書
「
研
究
の
未
来
２
・
０
報
告

書
」
を
公
表
し
た
。
世
界
の
研
究
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
意
識
を
理
解
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
世
界
各
国
の
１
７
３
１
人
の
研
究
者
（
日
本
の
機
関
に
所
属

す
る
研
究
者
は
１
８
６
人
）
を
対
象
に
、
２
０
２
０
年
と

年
に
実
施
し
た

調
査
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
。

　
報
告
書
で
は
、
研
究
に
お
け
る
情
報
交

換
の
ス
ピ
ー
ド
と
オ
ー
プ
ン
性
の
両
方
が

過
去
２
年
間
で
向
上
し
た
こ
と
が
示
さ
れ

た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
よ
り
多
く
の

研
究
論
文
を
発
表
し
た
と
感
じ
た
研
究
者

は
、
世
界
全
体
で
は

％
、
日
本
で
は


％
だ
っ
た
。
世
界
の
研
究
者
の
約
３
分
の

２
（

％
）
は
、
プ
レ
プ
リ
ン
ト
は
貴
重

な
情
報
源
と
認
識
し
て
お
り
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
発
生
前
の

％
か
ら
増
加
し

た
。
世
界
の
研
究
者
の
約
３
分
の
１
（


％
）
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
プ
レ
プ
リ
ン
ト
の

利
用
が
増
え
た
と
回
答
し
た
一
方
、
日
本

に
お
け
る
プ
レ
プ
リ
ン
ト
の
利
用
は
そ
の

半
分
（

％
）
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
回

答
者
の

％
が
、
論
文
の
オ
ー
プ
ン
ア
ク

セ
ス
出
版
を
検
討
中
で
、

年
か
ら
６
㌽

増
加
し
た
。

　
日
本
の
研
究
者
は
世
界
の
結
果
と
比

べ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
長
期
間
に

及
ぶ
影
響
に
よ
り
、
研
究
論
文
が
も
っ

と
注
目
を
浴
び
る
と
は
感
じ
て
い
な
い

（
日
本

％
、
世
界

％
）
。
ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
国
際
共
同

研
究
の
加
速
化
に
関
し
て
も
、
世
界
の

結
果
と
比
べ
懐
疑
的
だ
っ
た
（
日
本


％
、
世
界

％
）
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
研
究
の
重
要
性
に
注
目

が
集
ま
る
一
方
で
、
資
金
調
達
の
問
題

は
依
然
と
し
て
主
要
な
懸
念
事
項
と
な

っ
て
い
る
。
そ
の
傾
向
の
背
景
と
し
て

研
究
者
が
挙
げ
た
の
は
、
資
金
調
達
先

の
減
少
、
競
争
の
激
化
、
優
先
順
位
の

変
化
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
分

野
へ
の
資
金
流
入
だ
っ
た
。
半
数
（


％
）
が
、
自
身
の
研
究
分
野
に
お
け
る

資
金
不
足
を
感
じ
て
い
る
。
研
究
に
あ

た
り
十
分
な
資
金
が
あ
る
と
答
え
た
の

は
４
分
の
１
（

％
）
で
、

年
の
約

３
分
の
１
（

％
）
か
ら
減
少
し
て
い

る
。

　
一
方
、
世
界
の
研
究
者
の

％
、
中

国
で
は

％
が
、
２
～
３
年
前
と
比
べ

て
企
業
や
慈
善
団
体
か
ら
の
資
金
調
達

が
増
え
て
い
る
と
回
答
。
研
究
者
の


％
が
、
企
業
に
よ
る
研
究
資
金
提
供
は

今
後
増
加
す
る
だ
ろ
う
と
回
答
し
て
い

る
。

　
政
府
に
よ
る
資
金
提
供
（
研
究
予
算

の
比
率
）
も

年
か
ら
増
え
て
お
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
資
金
調
達
が
増
加

し
て
い
る
。
例
え
ば
、

年
は
材
料
科

学
分
野
で
は

％
の
回
答
者
が
十
分
な

資
金
が
あ
る
と
答
え
、

年
の

％
か

ら
約
３
倍
に
な
り
、
資
金
供
給
に
対
す

る
満
足
度
の
伸
び
率
が
最
も
高
か
っ

た
。

　

％
の
回
答
者
は
、
異
な
る
科
学
分

野
の
研
究
者
と
の
共
同
研
究
を
増
や
し

た
い
と
考
え
て
お
り
、

年
の

％
か

ら
増
加
。
研
究
に
お
け
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
の
活
用
に
関
し
て
、
今
後
２
～
５
年

で
加
速
す
る
と
答
え
た
の
は
、
男
性
の


％
に
対
し
、女
性
で
は

％
だ
っ
た
。

研
究
成
果
を
広
く
一
般
公
開
し
た
の

は
、
男
性
の

％
に
対
し
女
性
は

％
。

女
性
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
都
市
封
鎖

の
影
響
で
研
究
時
間
が
減
っ
た
と
回
答
。

コ
ロ
ナ
禍
で
仕
事
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
を

と
る
の
が
難
し
く
な
っ
た
と
答
え
た
の

は
、
男
性
で
は

％
だ
っ
た
の
に
対
し
、

女
性
で
は

％
に
上
っ
た
。
こ
う
し
た
傾

向
は
、
女
性
の
研
究
者
と
し
て
の
キ
ャ
リ

ア
に
大
き
な
影
響
を
長
期
的
に
及
ぼ
す
恐

れ
が
あ
る
。

　
研
究
者
の
働
き
方
も
変
化
し
た
が
、
必

ず
し
も
悪
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と

が
分
か
っ
た
。
共
同
研
究
が
活
発
化
し
、

約
半
数
（

％
）
が
２
～
３
年
前
よ
り
も

研
究
デ
ー
タ
を
共
有
す
る
こ
と
が
増
え
た

と
回
答
。
以
前
よ
り
も
共
同
研
究
が
増
え

た
と
い
う
研
究
者
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
発
生

前
の

％
か
ら

％
に
増
加
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
政
府
の
ポ
ー
タ

ル
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が

増
え
た
と
回
答
し
た
日
本
の
研
究
者
は
、

世
界
の
研
究
者
と
比
べ
て
少
な
い
（
日
本


％
、
世
界

％
）
。
一
方
で
、
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
サ
イ
ト
や
Ｓ
ｌ
ａ
ｃ
ｋ
な
ど
の
ア

プ
リ
の
利
用
の
増
加
は
、
世
界
と
比
べ
て

伸
び
て
い
た（
日
本

％
、世
界

％
）。

　
日
本
の
研
究
者
は
、
研
究
成
果
を
一
般

に
共
有
す
る
活
動
（
一
般
向
け
の
解
説
、

学
校
で
の
講
演
、
メ
デ
ィ
ア
へ
の
登
場
）

が
少
な
い
傾
向
に
あ
る
（
日
本

％
、
世

界

％
）
。
自
身
の
研
究
の
目
的
や
成
果

に
つ
い
て
、
一
般
の
人
々
が
理
解
す
る
こ

と
は
好
ま
し
い
と
考
え
る
の
は
、
世
界
の

研
究
者
が

％
だ
っ
た
の
に
対
し
、
日
本

で
は

％
だ
っ
た
。

開
発
し
た
白
金
錯
体
の
代
表
的
な
分
子
構

造
。
か
さ
高
い
環
状
置
換
基
の
導
入
に
よ

っ
て
分
子
の
折
れ
曲
が
り
が
引
き
起
こ
さ

れ
、
強
い
Ｃ
Ｐ
Ｌ
を
示
す
。



早
く
対
面
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
た
い

最
先
端
の
研
究
成
果「
お
披
露
目
の
機
会
」

和
栗
聡
・
実
行
委
員
長

津
田
健
治
・
副
実
行
委
員
長

左
頁
に
つ
づ
く

日本顕微鏡学会　第回学術講演会
リアル（ビッグパレットふくしま）とオンライン　ハイブリッド形式で５月～日

２氏が語る

学
生
優
秀
発
表
賞
を
新
設

充
実
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

各
分
野
の
第
一
人
者
集
結

　る喜び、　める喜び、　かち合う喜び分究観
研究の社会還元視野　若手育成では新たな試み

（４）第３８７１号第３種郵便物認可 ２０２２年（令和４年）４月２９日（金曜日）（週　刊）

　
現
在
、
２
０
２
４
年
度
の
本
格
稼
働

を
目
指
し
て
、
東
北
大
学
青
葉
山
新
キ

ャ
ン
パ
ス
内
に
次
世
代
放
射
光
施
設

（
軟
Ｘ
線
向
け
高
輝
度
３
Ｇ
ｅ
Ｖ
級
放

射
光
源
）
の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
Ｘ
線
顕
微
イ
メ

ー
ジ
ン
グ
の
最
前
線
―
次
世
代
放
射
光

へ
の
期
待
―
」
で
は
、
Ｘ
線
顕
微
イ
メ

ー
ジ
ン
グ
の
分
野
で
活
躍
す
る
新
進
気

鋭
の
若
手
研
究
者
が
、
研
究
の
最
前
線

に
つ
い
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
次
世

代
放
射
光
施
設
の
活
用
に
向
け
た
将
来

展
望
に
つ
い
て
、
そ
の
高
度
化
か
ら
先

端
的
応
用
、
産
業
利
用
研
究
ま
で
様
々

な
視
点
か
ら
議
論
す
る
。
東
北
大
学
国

際
放
射
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
マ
ー

ト
研
究
セ
ン
タ
ー
の
矢
代
航
教
授
と

高
橋
幸
生
教
授
が
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
を

務
め
る
。
「
今
後
、
電
子
顕
微
鏡
と
放

射
光
施
設
と
の
相
補
的
な
利
用
法
を
考

え
る
た
め
に
も
大
変
重
要
な
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
、
非
常
に
楽
し
み
で
す
」
（
津

田
）

　
ク
ラ
イ
オ
Ｓ
Ｅ
Ｍ
は
、
生
物
系
試
料

だ
け
で
な
く
、
エ
マ
ル
シ
ョ
ン
や
イ
ン

ク
を
は
じ
め
と
し
た
ス
ラ
リ
ー
、
水
や

有
機
溶
媒
を
主
要
成
分
と
す
る
液
体
材

料
、
高
含
水
率
の
ゲ
ル
状
試
料
な
ど
に

お
い
て
、
化
学
固
定
や
脱
水
・
乾
燥
す

る
こ
と
な
く
、
流
動
性
の
あ
る
試
料
を

急
速
凍
結
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
液
体

を
含
む
様
々
な
物
質
を
保
持
し
た
状
態

に
あ
る
試
料
の
微
細
構
造
を
、
電
子
線

照
射
に
よ
る
ダ
メ
ー
ジ
を
抑
え
た
条
件

で
観
察
で
き
る
非
常
に
有
用
な
手
法

だ
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ク
ラ
イ
オ
Ｓ
Ｅ

Ｍ
に
よ
る
液
体
試
料
観
察
の
ブ
レ
ー
ク

ス
ル
ー
」
で
は
、
ラ
イ
カ
マ
イ
ク
ロ
シ

ス
テ
ム
ズ
の
伊
藤
喜
子
氏
と
兵
庫
県
立

大
学
理
学
研
究
科
の
西
野
有
里
助
教
が

オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
と
な
り
、
凍
結
技
法

に
よ
る
試
料
作
製
法
を
含
め
ク
ラ
イ
オ

Ｓ
Ｅ
Ｍ
の
最
新
の
研
究
状
況
や
解
決
す

べ
き
問
題
点
な
ど
に
つ
い
て
、
研
究
を

先
導
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
に
よ
る
活
発

な
議
論
を
通
し
て
、
将
来
を
嘱
望
さ
れ

る
多
角
的
で
分
野
融
合
的
な
ク
ラ
イ
オ

Ｓ
Ｅ
Ｍ
の
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
を
模
索
す

る
。

　
ヒ
ト
の
生
殖
の
成
り
立
ち
を
理
解
す

る
う
え
で
、
受
精
を
担
う
本
体
で
あ
る

配
偶
子
の
成
熟
化
、
精
子
運
動
性
、
配

偶
子
間
認
識
、
受
精
卵
形
成
過
程
、
初

期
胚
発
生
な
ど
の
分
子
メ
カ
ニ
ズ
ム
の

理
解
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
し
か

し
、
こ
れ
に
は
極
め
て
多
彩
で
複
雑
な

制
御
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
関
与
し
て
い
る
た

め
、
未
解
明
の
部
分
も
多
い
。
一
方
、

最
近
、
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
、
Ａ
Ｉ
技

術
、
高
度
な
顕
微
鏡
技
術
な
ど
を
駆
使

し
た
革
新
的
な
研
究
に
よ
っ
て
、
新
た

な
現
象
や
分
子
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
浮
き
彫

り
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
受
精
・
生
殖
研
究
の
最
前
線
」
で

は
、
福
島
県
立
医
科
大
学
医
学
部
附
属

研
究
施
設
の
井
上
直
和
准
教
授
を
オ
ー

ガ
ナ
イ
ザ
ー
に
、
新
た
な
視
点
と
ア
プ

ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
受

精
や
生
殖
の
ア
ッ
プ
ト
ゥ
ー
デ
イ
ト
な

研
究
成
果
を
各
分
野
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ

ー
が
紹
介
す
る
。

　
和
栗
実
行
委
員
長
は
「
今
回
の
テ
ー

マ
は
『
観
る
喜
び
、
究
め
る
喜
び
、
分

か
ち
合
う
喜
び
』で
す
。観
る
喜
び
は
、

顕
微
鏡
を
使
っ
て
観
る
こ
と
で
新
た
な

発
見
や
感
動
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ

と
。
究
め
る
喜
び
は
、
顕
微
鏡
と
い
う

装
置
を
最
先
端
の
技
術
や
方
法
論
等
で

追
求
し
て
い
く
こ
と
。
そ
し
て
、
分
か

ち
合
う
は
、
私
が
考
え
た
も
の
で
、
と

に
か
く
早
く
対
面
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
し
た
い
と
い
う
祈
り
を
込
め
た
も

の
で
す
。
ま
た
研
究
者
に
は
研
究
す
る

だ
け
で
は
な
く
て
、
社
会
に
還
元
す
る

と
い
う
目
的
も
あ
り
、
産
学
連
携
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

　
今
回
、
若
手
を
育
成
す
る
た
め
に
、

新
た
な
取
り
組
み
を
行
う
。
学
術
講
演

会
前
日
の

日
に
サ
テ
ラ
イ
ト
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
若
手

の
口
頭
発
表
に
つ
い
て
学
生
優
秀
発
表

賞
を
設
け
た
。
「
従
来
か
ら
、
ポ
ス
タ

ー
賞
は
設
け
て
い
た
の
で
す
が
、
今
回

か
ら
若
手
の
口
頭
発
表
に
つ
い
て
も
表

彰
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ポ
ス
タ
ー

に
収
ま
ら
な
い
よ
う
な
、
ち
ゃ
ん
と
し

た
仕
事
を
し
た
学
生
は
し
っ
か
り
し
た

発
表
が
で
き
ま
す
。
そ
う
し
た
学
生
を

伸
ば
し
て
い
く
た
め
の
も
の
で
す
」

（
津
田
）

　
サ
テ
ラ
イ
ト
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
し
て

企
画
し
た
の
は
、
最
先
端
電
子
顕
微
鏡

法
に
関
す
る
国
際
若
手
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
。
「
前
日
開
催
な
の
で
、
３
～
４
時

間
く
ら
い
の
も
の
を
想
定
し
て
い
た
の

で
す
が
、
若
手
の
方
た
ち
が
張
り
切
っ

て
、

時
か
ら

時
ま
で
と
い
う
長
時

間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。
国
内
外

の
優
秀
な
若
手
研
究
者
や
著
名
な
先
生

方
も
呼
ん
で
い
ま
す
。
若
手
の
方
に
こ

う
し
た
機
会
を
増
や
し
て
い
き
た
い
」

（
和
栗
）

　
国
際
若
手
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
東

京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
総
合
研

究
機
構
の
石
川
亮
特
任
准
教
授
、
東
北

大
学
大
学
院
生
命
科
学
研
究
科
の
横
山

武
司
助
教
が
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
を
務

め
、
収
差
補
正
装
置
、
モ
ノ
ク
ロ
メ
ー

タ
ー
、
電
子
線
直
接
検
出
カ
メ
ラ
な
ど

の
出
現
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
計
測
が
困

難
で
あ
っ
た
ナ
ノ
ス
ケ
ー
ル
で
の
様
々

な
現
象
が
捉
え
ら
れ
つ
つ
あ
る
最
先
端

の
講
演
が
行
わ
れ
る
。

　
津
田
副
実
行
委
員
長「
材
料
系
で
は
、

原
子
レ
ベ
ル
で
電
磁
場
計
測
に
関
し

て
、
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科

の
関
岳
人
助
教
や
メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
の

ハ
ミ
ッ
シ
ュ
・
ブ
ラ
ウ
ン
博
士
が
発
表

し
ま
す
。
ま
た
産
業
技
術
総
合
研
究
所

ナ
ノ
材
料
研
究
部
門
の
千
賀
亮
典
博
士

が
、
格
子
振
動
の
振
動
数
を
調
べ
て
同

位
体
原
子
を
判
別
し
て
電
子
顕
微
鏡
で

イ
メ
ー
ジ
ン
グ
す
る
手
法
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。
こ
れ
は
最
近
ネ
イ
チ
ャ
ー

誌
に
掲
載
さ
れ
た
非
常
に
注
目
さ
れ
て

い
る
研
究
で
す
。
大
御
所
で
あ
る
テ
ネ

シ
ー
大
学
の
ス
テ
フ
ァ
ン
・
ペ
ニ
ー
ク

ッ
ク
教
授
の
講
演
も
楽
し
み
で
す
」

　
和
栗
実
行
委
員
長
「
生
物
系
で
は
、

ト
モ
グ
ラ
フ
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

透
過
型
電
子
顕
微
鏡
は


㍍
程
度
の

厚
さ
の
切
片
を
観
察
す
る
た
め
、
構
造

物
の
奥
行
き
を
観
る
の
は
難
し
く
、
何

枚
も
切
片
を
連
続
し
て
撮
る
こ
と
で
３

次
元
に
再
構
築
し
て
、
全
体
像
を
観
る

こ
と
が
主
流
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ク
ラ
イ
オ
電
顕
の
進
歩
に
も
目
を

見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
若
手
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
東
京
大
学
大
学
院
医

学
系
研
究
科
の
福
田
善
之
特
任
講
師
や

久
留
米
大
学
医
学
部
の
平
嶋
伸
悟
講
師

が
、
関
連
す
る
発
表
を
行
い
ま
す
。
他

に
も
ク
ラ
イ
オ
電
験
で
ウ
イ
ル
ス
を
解

析
し
て
み
た
と
い
っ
た
も
の
も
あ
り
ま

す
」

　
今
回
の
学
術
講
演
会
で
は
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
国
際
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
５
本
（
若
手
を
入
れ
る
と
６

本
）
、
一
般
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

本
を
実

施
す
る
。

　
細
胞
内
で
自
己
成
分
を
分
解
処
理
す

る
過
程
で
あ
る
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
は
、

１
９
６
０
年
代
か
ら
現
象
そ
の
も
の
は

知
ら
れ
て
い
た
。
２
０
１
６
年
に
ノ
ー

ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
を
受
賞
し
た
大

隅
良
典
博
士
ら
に
よ
る
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ

ー
関
連
分
子
群
の
発
見
を
契
機
に
、
そ

の
動
態
や
生
理
機
能
、
疾
患
の
治
療
に

つ
な
が
る
制
御
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
急
速
に

明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
国
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
先
端
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
技
術
が

駆
動
す
る
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
の
新
た
な

世
界
」
で
は
、
和
栗
実
行
委
員
長
と
順

天
堂
大
学
の
藤
本
豊
士
特
任
教
授
が
オ

ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
と
な
っ
て
、
先
端
顕
微

鏡
技
術
を
駆
使
し
て
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー

研
究
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
国
内
外
の
若

手
お
よ
び
シ
ニ
ア
研
究
者
が
、
顕
微
鏡

解
析
の
実
際
と
課
題
、
そ
し
て
そ
こ
か

ら
得
ら
れ
た
最
新
成
果
に
つ
い
て
議
論

す
る
。

　
光
顕
電
顕
相
関
観
察
法
（
Ｃ
Ｌ
Ｅ
Ｍ

correlative light and electron micro

scopy

）
は
、
電
顕
観
察
と
光
顕
観
察

の
組
み
合
わ
せ
か
ら
な
る
た
め
、
様
々

な
応
用
例
が
想
定
で
き
る
。
例
え
ば
、

培
養
細
胞
を
用
い
た
単
純
な
Ｃ
Ｌ
Ｅ
Ｍ

の
み
な
ら
ず
、
組
織
レ
ベ
ル
や
三
次
元

レ
ベ
ル
の
Ｃ
Ｌ
Ｅ
Ｍ
を
実
現
す
べ
く
様

々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
の
検
討
が
な
さ
れ

て
い
る
。
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
光
顕

電
顕
相
関
観
察
法
の
実
践
」
で
は
、
Ｃ

Ｌ
Ｅ
Ｍ
の
様
々
な
実
践
例
を
紹
介
し
、

そ
の
有
用
性
に
つ
い
て
討
論
す
る
。
オ

ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
は
、
順
天
堂
大
学
大
学

院
医
学
研
究
科
の
小
池
正
人
主
任
教
授

と
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
イ
メ
ー

ジ
ン
グ
セ
ク
シ
ョ
ン
の
ブ
ル
ー
ノ
・
ハ

ン
ベ
ル
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
。
「
Ｃ
Ｌ
Ｅ

Ｍ
は
、
細
胞
の
中
の
分
子
が
ど
の
よ
う

な
構
造
に
あ
る
の
か
を
知
る
た
め
の
技

術
と
し
て
大
分
定
着
し
て
い
ま
す
。
細

胞
レ
ベ
ル
か
ら
組
織
レ
ベ
ル
、
動
物
か

ら
植
物
、
二
次
元
か
ら
三
次
元
ま
で
、

様
々
な
講
演
が
あ
り
ま
す
」
（
和
栗
）

　
体
内
に
存
在
す
る
細
胞
、
す
な
わ
ち

体
細
胞
と
体
性
幹
細
胞
が
生
体
内
で
ど

の
よ
う
に
存
在
す
る
の
か
。
国
際
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
体
細
胞
と
体
性
幹
細
胞
の

真
の
姿
に
迫
る
」
で
は
、
そ
の
真
の
姿

に
迫
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
Ｍ
ｕ
ｓ

ｅ
細
胞
を
発
見
し
た
東
北
大
学
大
学
院

医
学
系
研
究
科
の
出
澤
真
理
教
授
が
オ

ー
ガ
ナ
イ
ズ
す
る
。
体
細
胞
と
し
て
免

疫
系
細
胞
な
ど
、
ま
た
体
性
幹
細
胞
と

し
て
生
体
内
に
備
わ
る
多
能
性
幹
細
胞

で
あ
る
Ｍ
ｕ
ｓ
ｅ
細
胞
を
中
心
に
、
生

体
で
の
動
き
や
反
応
を
ラ
イ
ブ
で
観
察

す
る
手
法
、
ま
た
そ
の
細
胞
内
機
構
や

そ
こ
か
ら
見
い
だ
さ
れ
る
新
し
い
知
見

を
中
心
に
議
論
を
繰
り
広
げ
る
。

　
ソ
フ
ト
マ
テ
リ
ア
ル
は
、
近
年
に
な

っ
て
高
分
子
そ
の
も
の
の
改
良
、
環
境

対
応
、
高
分
子
と
無
機
物
な
ど
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
化
の
技
術
も
進
み
、
ハ
イ
テ

ク
製
品
か
ら
日
用
品
に
至
る
ま
で
、
ソ

フ
ト
マ
テ
リ
ア
ル
関
連
材
料
の
な
い
生

活
は
考
え
ら
れ
な
い
。
近
年
の
ソ
フ
ト

マ
テ
リ
ア
ル
構
造
の
超
微
細
化
と
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
化
の
流
れ
の
中
で
、
各
種
顕

微
鏡
に
よ
る
ナ
ノ
構
造
観
察
の
重
要
性

は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ソ
フ
ト
マ
テ
リ
ア
ル
に

お
け
る
顕
微
鏡
技
術
の
最
先
端
」で
は
、

東
北
大
学
多
元
物
質
科
学
研
究
所
の
陣

内
浩
司
教
授
を
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
に
、

柔
ら
か
く
、
ウ
ェ
ッ
ト
で
、
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
が
弱
く
、
さ
ら
に
、
損
傷
を
受
け

や
す
い
と
い
う
性
質
を
も
つ
ソ
フ
ト
マ

テ
リ
ア
ル
に
対
す
る
最
近
の
顕
微
鏡
技

術
に
つ
い
て
議
論
す
る
。

　日本顕微鏡学会の第回学術講演会がリアル（福島県郡山市のビッグパ
レットふくしま）とオンラインのハイブリッド形式で、５月～日に開
催される。今回のテーマは「観る喜び、究める喜び、分かち合う喜び」だ。
学会賞受賞講演などの特別セッション、シンポジウム、チュートリアル、
一般講演の口頭発表、そして市民公開講座はハイブリッドで行われ、最先
端の研究成果を持ち寄り、活発なディスカッションが行える環境を実現し
た。現地開催のみとなっているのは、ポスター発表、写真コンクール、企
業展示、顕微鏡体験ワークショップ。今回の学術講演会の狙いやトピック
スなどについて、和栗聡・実行委員長（福島県立医科大学医学部教授）と
津田健治・副実行委員長（東北大学学際フロンティア研究所先端学際基幹
研究部教授）にお話を伺った。



特
集
　
日
本
顕
微
鏡
学
会
　
第

回
学
術
講
演
会
　
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催

デ
ー
タ
駆
動
型
の
研
究
開
発
を
支
援

ユ
ー
ザ
ー
の
負
担
を
軽
減

日
立
ハ
イ
テ
ク

男
女
共
同
参
画
の
取
り
組
み
紹
介

新発見続くオートファジー

右
頁
か
ら
つ
づ
く

若手には最先端に触れてほしい

自分独自の手法開発にも挑戦を

「幅広い分野の観察に威力」　学会関連製品紹介

入射電子量少なくてもクリアな試料画像

日本電子

「おまかせ」機能でＳＥＭ観察をより効率的に

（５） 第３８７１号第３種郵便物認可 ２０２２年（令和４年）４月２９日（金曜日）（週　刊）

　
◇
電
界
放
出
形
走
査
電
子
顕
微
鏡

（
Ｆ
Ｅ
―
Ｓ
Ｅ
Ｍ
）「
Ｓ
Ｕ
８
６
０
０
、

Ｓ
Ｕ
８
７
０
０
」
（
日
立
ハ
イ
テ
ク
＝

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
１
―

―
１
）
＝

写
真
は
Ｓ
Ｕ
８
６
０
０

　
日
立
ハ
イ
テ
ク
は
、
デ
ー
タ
取
得
の

自
動
化
機
能
を
強
化
し
た
２
機
種
の
電

界
放
出
形
走
査
電
子
顕
微
鏡
（
Ｆ
Ｅ
―

Ｓ
Ｅ
Ｍ
）
「
Ｓ
Ｕ
８
６
０
０
、
Ｓ
Ｕ
８

７
０
０
」
を
２
０
２
１
年

月
に
発
売

し
た
。

　
Ｆ
Ｅ
―
Ｓ
Ｅ
Ｍ
は
、
半
導
体
や
ラ
イ

フ
サ
イ
エ
ン
ス
、
材
料
開
発
な
ど
の
幅

広
い
分
野
に
お
い
て
、
微
細
構
造
の
観

察
や
計
測
・
分
析
に
活
用
さ
れ
て
い
る

走
査
電
子
顕
微
鏡
で
あ
る
。

　
今
後
、
多
く
の
デ
ー
タ
を
必
要
と
す

る
デ
ー
タ
駆
動
型
研
究
開

発
の
進
展
が
予
想
さ
れ
る

中
、
同
製
品
群
で
大
量
デ

ー
タ
の
短
時
間
取
得
や
ユ

ー
ザ
ー
の
負
荷
低
減
を
支
援
す
る
。

　
【
主
な
特
長
】

　
Ｓ
Ｕ
８
６
０
０
は
、
微
細
構
造
の
解

析
に
必
要
不
可
欠
な
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
観

察
や
、
高
分
子
な
ど
の
電
子
線
照
射
に

弱
い
材
料
に
お
い
て
高
分
解
能
観
察
が

可
能
で
あ
る
。
Ｓ
Ｕ
８
７
０
０
は
、
低

エ
ネ
ル
ギ
ー
観
察
か
ら
高
い
照
射
電
流

を
要
す
る
Ｅ
Ｂ
Ｓ
Ｄ
（Electron Back 

Scatter Diffraction

、
電
子
線
後
方
散

乱
回
折
）
分
析
ま
で
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス

や
金
属
な
ど
の
幅
広
い
材
料
を
対
象
と

し
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
析
手
法
の
適
用

を
可
能
に
し
た
。

　
①
デ
ー
タ
自
動
取
得
を
サ
ポ
ー
ト
＝

Ｆ
Ｅ
―
Ｓ
Ｅ
Ｍ
の
観
察
や
分
析
で
は
対

象
や
目
的
に
応
じ
て
観
察
条
件
を
変
更

・
調
整
す
る
作
業
が
生
じ
る
。

調
整
に
要
す
る
時
間
は
ユ
ー
ザ

ー
の
熟
練
度
に
よ
っ
て
異
な

り
、
こ
の
こ
と
が
デ
ー
タ
の
質

や
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
の
ば
ら
つ
き

を
生
じ
さ
せ
る
一
因
に
な
っ
て

い
る
。
同
製
品
群
は
、
こ
の
調

整
作
業
を
自
動
化
す
る
機
能
を

搭
載
し
、
安
定
し
た
調
整
を
可

能
に
し
た
。

　
ま
た
、
装
置
の
性
能
向
上
に

伴
い
、
求
め
ら
れ
る
デ
ー
タ
の

種
類
や
量
も
増
大
し
て
い
る
中
、
多
種

多
量
の
デ
ー
タ
を
手
動
で
取
得
す
る
こ

と
も
ユ
ー
ザ
ー
の
負
担
を
増
大
さ
せ
て

い
る
。
同
製
品
群
は
、
オ
プ
シ
ョ
ン
機

能
「EM Flow Creator

」
を
準
備
し
て

お
り
、
ユ
ー
ザ
ー
ご
と
の
取
得
条
件
に

応
じ
た
自
動
デ
ー
タ
取
得
を
可
能
に
す

る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
の
デ
ー
タ
駆
動

型
研
究
開
発
に
向
け
た
大
量
デ
ー
タ
取

得
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

　
②
取
得
情
報
の
種
類
、
量
を
増
加
＝

Ｓ
Ｅ
Ｍ
か
ら
は
さ
ま
ざ
ま
な
信
号
が
得

ら
れ
る
が
、
同
製
品
群
で
は
同
時
に
最

大
６
つ
の
検
出
器
信
号
を
表
示
・
保
存

す
る
こ
と
が
可
能
。
画
像
取
得
回
数
は

少
な
く
し
つ
つ
、
多
く
の
種
類
の
情
報

を
取
得
で
き
る
。

　
ま
た
、
一
度
に
大
量
の
情
報
を
取
得

す
る
た
め
に
最
大
画
素
数
を
現
行
機
種

（
Ｒ
ｅ
ｇ
ｕ
ｌ
ｕ
ｓ
シ
リ
ー
ズ
）
の


倍
に
あ
た
る
４
０
９
６
０
×
３
０
７
２

０
画
素
ま
で
拡
張
可
能
な
オ
プ
シ
ョ
ン

を
用
意
し
た
。
こ
の
機
能
に
よ
り
、
一

枚
の
画
像
デ
ー
タ
か
ら
複
数
の
局
所
微

細
構
造
を
評
価
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

っ
た
。

　
③
信
号
検
出
能
力
の
強
化
＝
Ｓ
Ｕ
８

６
０
０
で
は
、
複
数
の
新
型
オ
プ
シ
ョ

ン
検
出
器
が
開
発
さ
れ
、
凹
凸
情
報
、

発
光
情
報
の
検
出
能
力
が
強
化
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
反
射
電
子
信
号
検
出
に

お
い
て
は
応
答
性
の
高
速
化
が
図
ら
れ

た
。
Ｓ
Ｕ
８
７
０
０
で
は
、
短
い
ワ
ー

キ
ン
グ
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
で
Ｅ
Ｄ
Ｓ
分
析

が
可
能
な
試
料
室
設
計
が
な
さ
れ
て
お

り
、
Ｅ
Ｄ
Ｓ
分
析
の
高
空
間
分
解
能
化

を
図
る
こ
と
で
、
よ
り
微
小
な
部
位
の

分
析
が
可
能
に
な
っ
た
。

　
津
田
副
実
行
委
員
長
「
最
近
、
ク
ラ

イ
オ
電
子
顕
微
鏡
に
よ
る
単
粒
子
解
析

で
は
、
電
子
源
の
コ
ヒ
ー
レ
ン
ス
向
上

等
に
よ
っ
て
１
・
２
オ
ン
グ
ス
ト
ロ
ー

ム
を
切
る
分
解
能
が
達
成
さ
れ
て
お

り
、
タ
ン
パ
ク
質
な
ど
の
試
料
も
原
子

分
解
能
で
観
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
情
報
科
学
手

法
の
顕
微
鏡
応
用
の
分
野
に
お
い
て

も
、
機
械
学
習
や
ベ
イ
ズ
解
析
な
ど
の

適
用
に
よ
り
、
試
料
を
壊
さ
な
い
よ
う

な
弱
い
電
子
線
で
撮
影
し
た
き
わ
め
て

ノ
イ
ズ
の
多
い
画
像
か
ら
き
れ
い
な
画

像
を
再
構
成
で
き
る
よ
う
に
な
る
な

ど
、
大
き
な
進
展
が
あ
り
ま
す
。
リ

チ
ウ
ム
電
池
や
海
洋
生
分
解
性
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
な
ど
、
環
境
科
学
分
野
へ

の
様
々
な
応
用
展
開
も
進
ん
で
い
ま

す
。
今
回
の
学
術
講
演
会
で
は
こ
う
し

た
様
々
な
最
先
端
の
研
究
成
果
を
お

披
露
目
す
る
機
会
に
な
る
と
思
い
ま

す
」

　
和
栗
実
行
委
員
長
「
約

年
前
、
初

め
て
細
胞
内
で
隔
離
膜
か
ら
オ
ー
ト
フ

ァ
ゴ
ソ
ー
ム
が
で
き
る
様
子
が
撮
影
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
光
学
顕
微
鏡
で

細
胞
内
に
点
状
の
構
造
が
で
き
る
と
、

そ
れ
が
オ
ー
ト
フ
ァ
ゴ
ソ
ー
ム
だ
と
す

る
風
潮
も
あ
り
ま
し
た
が
、
実
際
に
電

子
顕
微
鏡
で
観
て
み
る
と
、
別
の
も
の

だ
っ
た
り
し
ま
す
。
例
え
ば
、
液
液
相

分
離
は
物
理
分
野
で
は
以
前
か
ら
観
察

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
生
物

系
で
も
、
細
胞
内
の
液
滴
（
弱
い
相
互

作
用
を
持
つ
分
子
が
液
液
相
分
離
に
よ

り
集
ま
っ
た
液
体
様
の
領
域
）
が
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
が
何
ら
か
の

シ
グ
ナ
ル
や
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
な
ど
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。
そ
う
い
う
も
の
が
ト
ピ

ッ
ク
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。
大
隅
先
生

が
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
と
っ
て
か
ら
オ
ー
ト

フ
ァ
ジ
ー
は
先
端
で
は
な
い
と
い
う
声

も
聞
か
れ
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
新
発

見
が
続
い
て
い
ま
す
」

　
さ
ら
に
今
回
は
男
女
共
同
参
画
に
つ

い
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
企
画
さ
れ
て

い
る
。
日
本
の
女
性
研
究
者
割
合
は


％
、
工
学
系
で
は
６
％
で
あ
り
、
国
際

的
に
見
て
多
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
女

子
が
理
工
系
を
進
路
と
し
て
選
ば
な
い

傾
向
も
長
く
続
い
て
い
る
。
ま
た
、
育

児
・
介
護
な
ど
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
で
、

研
究
と
家
族
と
の
生
活
の
両
立
な
ど
で

悩
み
、
キ
ャ
リ
ア
を
あ
き
ら
め
る
女
性

研
究
者
も
少
な
く
な
い
。
産
業
技
術
総

合
研
究
所
の
高
橋
知
里
主
任
研
究
員
が

オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
を
務
め
る
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
日
本
の
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参

画
～
今
こ
そ
変
革
を
～
」
で
は
、
男
女

共
同
参
画
・
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
に
つ
い

て
積
極
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る

有
識
者
が
、
現
状
の
取
り
組
み
や
今
後

に
向
け
た
試
み
、
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ

ィ
ス
な
ど
を
紹
介
す
る
。
「
女
性
研
究

者
の
割
合
は
顕
微
鏡
学
会
で
も
少
な
い

た
め
、女
性
の
参
画
を
奨
励
し
た
く
て
、

企
画
を
募
集
す
る
際
、
男
女
共
同
参
画

に
配
慮
し
ま
す
と
い
っ
た
ら
、
高
橋
先

生
か
ら
提
案
が
出
て
き
ま
し
た
。
ず
い

ぶ
ん
頑
張
っ
て
内
閣
府
の
方
も
来
ら
れ

ま
す
」
（
和
栗
）

オートファジーにより液滴（中央の大きな円形領域）の一
部（矢印）が囲まれている様子　オートファジーによりミ
トコンドリアが囲まれる様子（矢印）

　和栗実行委員長は、主に細胞内
の分解系、オートファジーやユビ
キチンプロテアソームなどについ
て、形態的な側面での研究を進め
ている。オートファジーを電子顕
微鏡で観るため、数多くの切片を
連続して撮影し３次元に再構成し
たり、あるいは厚めの切片を傾斜
撮影することで３次元構築する電
子線トモグラフィー、さらには光
学顕微鏡と電子顕微鏡を重ね合わ
せることで特定の場所を詳細に観
察するＣＬＥＭなどを駆使してい
る。「オートファジーには、まだ
まだわからないことや興味深いこ
とがたくさんあります。パーキン
ソン病やアルツハイマー病などの
神経変性疾患は凝集体が原因で
す。最近では、細胞質内の液滴を
構成する分子が集合し、固く強固
になると、分解できずに凝集体が
形成されるのではないかとも言わ
れています。顕微鏡を使ったその
変化を見ていくことで、凝集体形

成のメカニズムを明らかにしてい
くこともターゲットの一つです」。
一つの技術が進歩すると、見える
モノはガラッと変わってしまう。
例えば、論文を投稿しても求めら

れるデータが先端技術で得られて
いなければリジェクトされてしま
う。「生物系の若手研究者には、
新しい技術にアンテナを張って、
道具としての顕微鏡で何ができる
のかを考えながら、本物の最先端
を見てほしいと思います。それが
研究の発展の方向を決めることに
もつながります」

　津田副実行委員長は、電子回折
による結晶構造解析の開発に取り
組んでいる。「放射光施設で行う
ような結晶構造解析を、電子線を
使うことで、放射光ではできない
ナノメーターサイズの局所領域で
行う方法を開発しています。電子
線ではナノサイズ・サブナノサイ
ズにビームを絞って局所領域の構
造が調べられます。例えば、スマ
ホやＰＣにたくさん使われている
強誘電体の結晶で、従来のＸ線結
晶構造解析では均一な結晶構造だ
と思われていたものが、ナノサイ
ズの電子線を使うことで実はナノ

レベルで結晶構造が揺らいでいる
様子が見えてきました。このよう
な局所領域の構造がデバイスの巨
視的な性質を左右すると考え研究
を進めています」。電子線ならで
はの多重散乱効果を活用すること
に興味があるという。「今の若い
研究者の方々は、国際共同研究を
積極的に行って世界の最先端で研
究を行う機会が多く頼もしいと思
います。一方で、流行のテーマに
取り組むだけでなく、自分独自の
手法やアプローチを開発すること
にも、併せて挑戦してほしいと願
います」

　◇ファイバーカップリングＣＭＯＳ
カメラ「SightSKY Camera」ＥＭ－
ＳＫＹ（日本電子＝東京都昭島市武蔵
野３－１－２）＝写真
　日本電子は日本顕微鏡学会第回学
術講演会にあわせて、新型ファイバー
カップリングＣＭＯＳカメラ「Sight
SKY Camera」を発表する。高感度・
低ノイズ・ＭピクセルのＣＭＯＳセ
ンサーを搭載し、入射電子量が少なく

ても試料のディテールを引き出し、ク
リアな画像を得ることができる。
　また、グローバルシャッター方式と
高いフレームレート（fps／全画素
モード）は、動的観察時にアーティフ
ァクトが抑制された画像シリーズを取

得することができ、さらにカメラシス
テム制御ソフトウェア“SightX”によ
りユーザーフレンドリーな操作性を提
供する。
　【適用機種】
ＪＥＭ－ＰＬＵＳ、ＪＥＭ－、
ＪＥＭ－Ｆ、ＪＥＭ－、ＪＥ
Ｍ－Ｆ、ＪＥＭ－ＦＳ、ＪＥ
Ｍ－ＺＣＡ、ＪＥＭ－ＺＦＳＣ
　【主な仕様】
対応加速電圧：≦kV／有効画素数
：Ｍピクセル（，ピクセル×
，ピクセル）／画素サイズ：．μ
ｍ×．μｍ／フレームレート：
fps（全画素モード）／シャッター方
式：グローバルシャッター／カメラ装
着箇所：ボトムマウント（像観察室下）
／制御ソフトウェア：SightX

　◇新型走査電子顕微鏡「ＪＳＭ－Ｉ
Ｔシリーズ」＝写真
　日本電子は新型走査電子顕微鏡
「ＪＳＭ－ＩＴシリーズ　InTouch
Scope™」を開発し、昨年月から販
売を開始した。本体標準価格は万
円から。
　走査電子顕微鏡（ＳＥＭ）は研究だ
けでなく、品質保証や製造現場で欠か
せないツールとなっている。そのよう
な現場では、同じ観察作業を繰り返し
行う必要があり、工程の効率化が求め
られてきた。「ＪＳＭ－ＩＴシリ
ーズ」は新たに加わったSimple SEM機
能により、従来のＳＥＭ観察に必要と
されていたマニュアル操作による繰り
返し作業を、装置に「おまかせ」が可

能。ＳＥＭの観察作業をより効率的に、
より楽に行えるようにしている。
　【主な特長】
　①Simple SEM＝取得条件と視野の選
択を行えば、自動でＳＥＭ像を取得。
　②低真空ハイブリッド二次電子検出
器＝低真空下でも詳細な凹凸情報が得
られる。
　③ＳＥＭとＥＤＳのインテグレーシ
ョン＝観察視野の元素マップをライブ
で表示可能。
　④Live3D＝ＳＥＭ観察と同時に３Ｄ
像を構築し、凹凸・深さ情報を取得。
　⑤Live Analysis＝観察中も常に元素
分析結果を表示。
　⑥ステージナビゲーションシステム
ＬＳ＝観察試料の光学像を取得し、光

学像をクリックするだけで観察視野の
移動が可能。
　⑦Zeromag＝光学顕微鏡感覚で視野
移動ができ、多視野にわたる観察・分
析でも視野探しが素早く快適。
　⑧信号深さ表示＝測定中の試料の分
析深さ（目安）を即座にお知らせ。
　⑨SMILE VIEW™ Lab＝観察や元素
分析結果を一元管理し、短時間で容易
にレポート作成が可能。


